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〔問題１から問題３を通じて必要であれば（付表）に記載された数値を用いなさい。〕 

 

問題１．次の（１）～（１２）の各問について、空欄に当てはまる最も適切なものをそれぞれの選択肢

の中から１つ選び、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。なお、同じ選択肢を複数回選択してもよ

い。                                      （各５点） 

 

（１）正20面体の各面に1～6までの数字のうちの1つを書いてサイコロを作った。その内訳は、1が1
個、2が2個、3が3個、4が4個、5が5個、6が5個であった。このサイコロを2回投げたとき、
1回目と 2回目に出た数字の和が3で割り切れない確率は     である。なお、このサイコロ
の各面の出る確率は等しいものとする。 
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（２）確率変数 1X , 2X の結合確率密度関数が、 
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（３）確率変数 X ,Y が互いに独立で、ともに標準正規分布 ( )1,0N に従うとき、確率ベクトル
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YXYX の積率母関数 ( )21 ,θθψ は  ｄ  である。 
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（４）ある細菌の寿命 X（ 0>X ）は確率変数であり、その分布はこの細菌が取り込んだ有害物質の量

A（ 0>A ）に依存し、その量が aであるという条件の下で、 X は平均
a

1
の指数分布に従うもの

とする。また、この取り込んだ有害物質の量 Aも確率変数であり、その分布は平均1の指数分布に
従うものとする。 

このとき、確率変数 X を固定した条件付期待値 ( )xXAE =| を以下のとおり求める。 

まず、条件付確率密度関数 ( )axf AX || は平均
a

1
の指数分布に従い、確率変数 Aは平均1の指数分布

に従うことから、 X , Aの結合確率密度関数は 

( ) 　=axf AX ,,   ①  [ ]　　　　　　　　 −×exp  （ 0>x , 0>a ） 

である。 

次に、 ( )axf AX ,, を aについて積分することで X の確率密度関数を求めることができ、これより、

X を固定した Aの条件付確率密度関数は 

( ) =xaf XA ||   ③  [ ]　　　　　　　　 −×exp  （ 0>a ） 

であることがわかる。 

したがって、求める条件付期待値は 

== )|( xXAE   ⑤   

である。 
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（５）確率変数 X の確率密度関数が、 
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である分布に従う母集団があるとする。この母集団から n )1( >n 個の標本を無作為に抽出すること

により、以下の２通りの方法で母数θを推定する。 
・θの不偏推定量を標本変量平均 X の実数倍 Xa （aは正の実数）とする。 
・ 2θ の不偏推定量を標本変量不偏分散 2V の実数倍 2bV （bは正の実数）とする。 

このとき、 aに最も近い数値は  ①  であり、bに最も近い数値は  ②  である。 
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（６）ある都市の有権者における現職市長の支持率を予想するために、この都市の有権者から140人の
男性と 40人の女性をそれぞれ無作為に抽出して調査したところ、男性では72人が、女性では 25人
が現職市長を支持すると回答した。 

この都市の有権者における男性と女性の人口比が3：2であるとして、有権者における現職市長の
支持率を近似法を用いて区間推定するとき、信頼係数を95％とした場合の信頼区間の下限に最も
近い数値は  ①  であり、上限に最も近い数値は  ②  である。なお、男性の支持率と女

性の支持率は独立であるとする。 

 

（Ａ） 4441.0  （Ｂ） 4592.0  （Ｃ） 4661.0  （Ｄ） 4807.0  （Ｅ） 4932.0  

（Ｆ） 6048.0  （Ｇ） 6117.0  （Ｈ） 6239.0  （Ｉ） 6364.0  （Ｊ） 6730.0  
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（７）ある箱に赤球と黒球が合計で 20個入っており、その内訳は次のいずれかであることがわかって
いる。 
・赤球が15個、黒球が5個である 
・赤球が5個、黒球が15個である 
いま、帰無仮説を「赤球が15個、黒球が5個である」として、この箱から復元抽出によって5個の
球を取り出して帰無仮説を検定する。5個の球の中に1個でも黒球が入っていれば帰無仮説を棄却
することとすると、第１種の誤りのおこる確率に最も近い数値は  ①  であり、第２種の誤り

のおこる確率に最も近い数値は  ②  である。 
 

（Ａ）0.0010  （Ｂ）0.0625 （Ｃ）0.1937  （Ｄ）0.2373 （Ｅ）0.3955 

（Ｆ）0.6836  （Ｇ）0.7627  （Ｈ）0.8063 （Ｉ）0.9854  （Ｊ）0.9990  

 

 

（８）通常のサイコロ（正6面体の各面に1～6までの目がふられているサイコロ）を90回投げたとこ
ろ、次の表のような結果を得た。 

目の数 1 2  3 4  5 6  
出現回数 9 18 11 22  x  x−30  

このサイコロについて、帰無仮説を「それぞれの目の出る確率が等しい」として、有意水準5％で
検定を行った結果、帰無仮説が採択された。このとき、5の目の出た回数 xの取りうる値のうち、

最小値に最も近い数値は     である。 
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（Ｅ）12 （Ｆ）13 （Ｇ）14 （Ｈ）15 
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（９）下表のデータに対して xy ⋅+= βα というモデルを考え、最小二乗法によって係数 βα , を推定

するとき、このモデルの決定係数に最も近い数値は     である。 

 

x  6.1  7.1  4.3  3.5  

y  4.2  8.4  2.15  8.15  

 

（Ａ） 0955.0  （Ｂ） 1818.0  （Ｃ） 4602.0  （Ｄ） 6694.0  

（Ｅ） 8182.0  （Ｆ） 9045.0  （Ｇ） 9342.0  （Ｈ） 9458.0  

 

 

（１０） )2(AR モデル tttt YYY ε+++= −− 21 1.06.00.2 （ 64.0)(,0)( == tt VE εε ）に対し、{ }tY の分散 0γ
に最も近い数値は  ①  であり、時差 2の自己共分散 2γ に最も近い数値は  ②  である。 

 

（Ａ） 50.0  （Ｂ） 58.0  （Ｃ） 67.0  （Ｄ） 73.0  （Ｅ） 78.0  

（Ｆ） 93.0  （Ｇ） 07.1  （Ｈ） 16.1  （Ｉ） 31.1  （Ｊ） 45.1  
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（１１）ある会社の従業員の出勤する確率について調べたところ、すべての従業員について 

・ ある営業日に出勤しており、その前営業日も出勤した人が、翌営業日に出勤する確率は 99.0  
・ ある営業日に出勤しているが、その前営業日は欠勤した人が、翌営業日に出勤する確率は 90.0  

・ ある営業日は欠勤しているが、その前営業日は出勤した人が、翌営業日に出勤する確率は 75.0  

・ ある営業日は欠勤しており、その前営業日も欠勤した人が、翌営業日に出勤する確率は 65.0  

であった。上記の確率が今後変化しないとすると、十分な時間が経過した定常状態において、この

会社に出勤している従業員の割合に最も近い数値は     である。 
 

（Ａ） 9710.0  （Ｂ） 9742.0  （Ｃ） 9763.0  （Ｄ） 9777.0  

（Ｅ） 9834.0  （Ｆ） 9850.0  （Ｇ） 9871.0  （Ｈ） 9891.0  

 
 

（１２）株価の変動を以下のとおりシミュレートした。 

１．時間の単位はシミュレーションのステップごとに1とする。 
２．ある時点 　t（ 0≥t ）における株価を tS とおくと、 1+tS は次式で表される。 

)exp( 11 ++ ⋅+⋅= ttt ZSS σμ  

ここで、 1+tZ は標準正規分布 ( )1,0N に従う確率変数である。 

また、 01.0=μ 、 0.00042 =σ とする。 

３．株価の変動は、分布の逆関数法によるものとする。 

４． 0=t における株価は 000,10 とする。 

５．[ 1,0 　] 区間上の一様分布の確率変数の実現値が、 1587.0 , 9332.0 の順であったとする。 

シミュレーションの結果、 1=t における株価が F 、 2=t における株価がGであった。 

このとき、 FG − に最も近い数値は     である。 

 

（Ａ）299  （Ｂ）302  （Ｃ）304  （Ｄ）311 

（Ｅ）400  （Ｆ） 404  （Ｇ） 412  （Ｈ）513  
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問題２．表の出る確率が p（ 1 0 << p ）、裏の出る確率が pq −= 1 であるコインを使って駒を動かす

ゲームを行う。駒の位置は0以上の整数で表し、駒の位置は0からスタートするものとする。また、
このコインを t回投げた後の駒の位置を表す確率変数を tX とする。このとき、次の（１）、（２）の各

問について、空欄に当てはまる最も適切なものをそれぞれの選択肢の中から 1 つ選び、解答用紙の所

定の欄にマークしなさい。ただし、⑮と⑯および⑰と⑱の解答はそれぞれ順不同とする。なお、同じ

選択肢を複数回選択してもよい。                         （２０点） 

 

（１）【ルール１】に従いゲームを行う。  

 

【ルール１】： 

コインを1回投げて、表が出た場合は駒の位置を1つ進め、裏が出た場合は駒の位置を0に戻す。 
 

 

まず、 0=tX となる場合を考える。 0=tX はコインを t回投げた後、駒の位置が0であることを
意味するので、 0=tX となる確率は、 1−t 回目までのコインの表・裏の出方にかかわらず t回目に

裏が出る確率と考えられるため、 

== )0( tXP   ①   

となる。 

次に、 tX t = となる場合を考える。 tX t = はコインを t回投げた後、駒の位置が tであることを意

味するので、 tX t = となる確率は、 

== )( tXP t   ②   

 となる。 

以上の結果を用いて、 kX t = （ 11 −≤≤ tk ）となる場合を考える。 

コインを t回投げた後、駒の位置が kであるのは、 kt − 回投げた後に駒の位置が0であり、かつ、
そこから k回連続で表が出る場合と考えられることから、既に得た結果を利用して、 kX t = とな

る確率は、 

== )( kXP t   ③   

となることがわかる。 

したがって、これらの確率を用いて tX の期待値 )( tXE を計算すると、 

 
                                           )( =tXE  

となる。 

 

  ④  −   ⑤   

  ⑥   
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（２）【ルール２】に従いゲームを行う。 

 

【ルール２】： 

コインを投げて、2回連続で裏が出た場合は駒の位置を0に戻す。それ以外の場合はコインを1回
投げる毎に駒の位置を1つ進める。 
なお、駒の位置を0に戻した場合、裏が 2回連続で出たかどうかの判定はそこから新たに行うも
のとする。すなわち、裏が 2回連続で出て駒の位置を0に戻した後、さらに続けて裏が出た場合
は駒の位置を1つ進めることとする。 
 

)0(   )( tkkXP t ≤≤= を以下の手順で求める。 

 

Ⅰ） 0=t のとき、 == )0( 0XP   ⑦   

 

Ⅱ） 1=t のとき、 == )0( 1XP   ⑧  、 == )1( 1XP   ⑨   

 

Ⅲ） 2≥t のとき、 

まず、 0=tX となる場合を考える。 0=tX となるのは、コインの表が一度も出ずに t回目まで

連続して裏が偶数回出る場合またはコインの表が出た後 t回目まで連続して裏が偶数回出る場合

であるから、 

 

tが偶数のとき： 
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　　　　　　（ 4≥t ） 

 

tが奇数のとき： ( )
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m
tXP 　　　　　　 

となる。 

次に、 tX t = となる場合を考える。 t回目のコインの出方が表である場合と裏である場合を考慮

すると、 )( tXP t = は漸化式を用いて 

== )( tXP t   ⑬  )1( 1 −=× − tXP t +   ⑭  )2( 2 −=× − tXP t  

と表される。 

この漸化式を解くと、 )( tXP t = は xに関する2次方程式 −2x   ⑬  −x   ⑭  0= の

解 )(  , αββα > を用いて 

 

 

⑫ 

⑫ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　== )( tXP t  

となる。 

以上の結果を用いて、 kX t = となる確率 )11(   )( −≤≤= tkkXP t は、（１）と同様の考え方で

導出することができる。 

 

 

 

［①、②、④、⑤、⑥、⑪、⑬、⑭の選択肢］ 

（Ａ）0  （Ｂ）1 （Ｃ） p  （Ｄ）q  

（Ｅ） 2p  （Ｆ） pq  （Ｇ） 1−tp  （Ｈ） tp  

（Ｉ） 1+tp  （Ｊ） 1−tq  （Ｋ） tq  （Ｌ） 1+tq  

（Ｍ） tpt )1( −  （Ｎ） 1+ttp  （Ｏ） tqt )1( −  （Ｐ） 1+ttq  

 

［③の選択肢］ 

（Ａ） qpk  （Ｂ） qpkt k)( −  （Ｃ） qkpk  （Ｄ） qpk k)1( +  

（Ｅ） ktk qp −  （Ｆ） ktk qpkt −− )(  （Ｇ） ktk qp
k

t −








 （Ｈ） ktk qpkt −− )!(  

 

［⑦、⑧、⑨、⑩の選択肢］ 

（Ａ）0  （Ｂ）1 （Ｃ） p  （Ｄ）q  

（Ｅ） 2p  （Ｆ） 2q  （Ｇ） pq  （Ｈ） pq2  

（Ｉ） 21 p−  （Ｊ） 21 q−  （Ｋ） pq−1  （Ｌ） 221 qp −−  

 

⑲ 

  ⑮  ×   ⑯  −   ⑰  ×   ⑱   
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［⑫の選択肢］ 

（Ａ） 2mpq  （Ｂ） mmpq 2  （Ｃ） 2)12( pqm −  

（Ｄ） mpqm 2)12( −  （Ｅ） 2)2( pqmt −  （Ｆ） 12)2( +−− mtpqmt  

（Ｇ） mpq 2  （Ｈ） 12 +− mtpq   

 

［⑮、⑯、⑰、⑱、⑲の選択肢］ 

（Ａ） t  （Ｂ） )1( −t  （Ｃ）α  （Ｄ）β  

（Ｅ） )( αβ +  （Ｆ） )( αβ −  （Ｇ） )1( α−  （Ｈ） )1( β−  

（Ｉ） )1( βα −−  （Ｊ）αβ  （Ｋ） 1−tα  （Ｌ） 1−tβ  

（Ｍ） tα  （Ｎ） tβ  （Ｏ） 1+tα  （Ｐ） 1+tβ  
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問題３．次の文章は信頼区間の定め方について記述したものである。次の（１）、（２）の各問について、

空欄に当てはまる最も適切なものをそれぞれの選択肢の中から１つ選び、解答用紙の所定の欄にマー

クしなさい。なお、同じ選択肢を複数回選択してもよい。              （２０点） 

 

信頼区間の定め方には次の方法がある。 

 

分布 );( θxf をもつ母集団Πからの標本 ),,,( 21 nxxx Λ により母数θ を区間推定するための方法と
して次のようなものがある。 

 

１．標本変量 ),,,( 21 nXXX Λ と母数θを用いて、適当な統計量 );,,,( 21 θnXXXT Λ を作る。 

このとき、 );,,,( 21 θnXXXT Λ の分布はθに無関係であるように留意する。 

２．この );,,,( 21 θnXXXT Λ を用いて、信頼係数α のもとで、 

( ) αθθθ =′<<′ UnL XXXTP );,,,( 21 Λ  ・・・(i) 

となるような UL θθ ′′ , を定める。 );,,,( 21 θnXXXT Λ の分布は母数θ に無関係であるから、
この２つの値はθに無関係になっている。 

３．(i)式の括弧の中をθについて解き、 

( ) αθθθ =<< ),,,(ˆ),,,(ˆ
2121 nUnL XXXXXXP ΛΛ  

とできるなら、 

推定量 ),,,(ˆ
21 nL XXX Λθ の実現値 ),,,(ˆ

21 nL xxx Λθ および推定量 ),,,(ˆ
21 nU XXX Λθ の 

実現値 ),,,(ˆ
21 nU xxx Λθ は、それぞれ母数θの信頼下限および信頼上限である。 

 

 

これを踏まえ、次の区間推定を考える。 

 

（１）正規母集団 ),( 2σμN の母平均μを区間推定する方法を導く。 

ア．母分散 2σ が既知のとき 

標本変量平均 
=

=
n

i
iX

n
X

1

1
と母平均μを用いて適当な統計量

A

X
U

μ−=1 を作る。 

2
1









= 　　　　　　

A とおけば、 1U の分布は標準正規分布 )1,0(N に従い、かつ母平均μ  

とは無関係となる。 

② 

① 
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ここで、信頼係数を )1( εα −= 、 )
2

(1
ε

u を標準正規分布 )1,0(N の上側
2
ε
点とすれば、 

αεμε =






 <−=<− )
2

()
2

( 111 u
A

X
UuP  

となる。これをμについて解くと、 

αεμε =





 ⋅+<<⋅− AuXAuXP )

2
()

2
( 11  

となる。したがって、母平均μの信頼下限 L1μ̂ および信頼上限 U1μ̂ はそれぞれ 

AuxL ⋅−= )
2

(ˆ 11
εμ 、 AuxU ⋅+= )

2
(ˆ 11
εμ  

となる。ただし、 x は X の実現値である。 

 

イ．母分散 2σ が未知のとき 

2σ が未知であるから、 2σ の代わりに標本変量不偏分散 
=

−
−

=
n

i
i XX

n
V

1

22 )(
1

1
を用いて新

しい統計量
B

X
U

μ−=2 を作る。 

2
1









= 　　　　　　

B とおけば、 2U の分布は母平均μおよび母分散 2σ とは無関係となる。 

2
1 VZ ×= とおけば、 2U は 1U と 1Z を用いて、

( )2
1

1
2

　　　　　　

U
U = と表す

ことができる。 1Z は  ⑧  に従うことから、 2U の分布は  ⑨  に従う。 

ここで、信頼係数を )1( εα −= 、 )
2

(2
ε

u を  ⑨  の上側
2
ε
点とすれば、（１）ア．と同様

にして、母平均μの信頼下限 L2μ̂ および信頼上限 U2μ̂ はそれぞれ 

( )2
122 )

2
(ˆ

　　　　　　

v
uxL ×−= εμ 、

( )2
122 )

2
(ˆ

　　　　　　

v
uxU ×+= εμ  

となる。ただし、 vx, はそれぞれ VX , の実現値である。 
 

 

 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑩ ⑩ 
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（２）２つの正規母集団 ),( 2
xxN σμ および ),( 2

yyN σμ の母平均の差 yx μμδ −= を区間推定する方法を

導く。 

ア．母分散 22 , yx σσ が既知のとき 

標本変量平均の差 YX − 
==

−=
yx n

i
i

y

n

i
i

x

Y
n

X
n 11

11
と母平均の差δ を用いて適当な統計量 

C

YX
U

δ−−=3 を作る。 

2
1









= 　　　　　　

C とおけば、 3U の分布は標準正規分布 )1,0(N に従い、かつ母平均の差 

 

δ とは無関係となる。 

以下、（１）ア．と同様にして、母平均の差δ の信頼下限および信頼上限をそれぞれ求める
ことができる。 

 

イ．母分散 22 , yx σσ が未知のとき（ただし、 222 σσσ == yx であることが判明している） 

22 , yx σσ が未知であるから、 22 , yx σσ の代わりに２つの標本変量分散 
=

−=
xn

i
i

x
x XX

n
S

1

22 )(1
、


=

−=
yn

i
i

y
y YY

n
S

1

22 )(1
を用いて新しい統計量

D

YX
U

δ−−=4 を作る。 22
yx σσ = が成り立つと

きに、 

2
1

22











 ×+×

×







= yx SS

D
　　　　　　　　　　　　

　　　　　 とおけば、 

 

4U の分布は  ⑰  に従い、かつ母平均の差δ および母分散 22 , yx σσ とは無関係となる。 

以下、（１）イ．と同様にして、母平均の差δ の信頼下限および信頼上限をそれぞれ求める
ことができる。 

 

⑪ 

⑫ 

⑬ 
⑭ ⑮ 

⑯ 
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［①、②、③、④、⑤、⑥、⑩の選択肢］ 

（Ａ） 2σ  （Ｂ） 2σn  （Ｃ） 2)1( σ−n  （Ｄ）σ  

（Ｅ） 　n σ  （Ｆ） 1−n σ  （Ｇ） n  （Ｈ） 1−n  

（Ｉ） 2V  （Ｊ） 2nV  （Ｋ） 2)1( Vn −  （Ｌ）V  

（Ｍ） n V  （Ｎ） 1−n V  （Ｏ） 　n  （Ｐ） 1−n  

 
［⑦の選択肢］ 

（Ａ） 1nZ  （Ｂ） 1)1( Zn −  （Ｃ）
n

Z1  （Ｄ）
1

1

−n

Z
 

（Ｅ） 2
1nZ  （Ｆ） 2

1)1( Zn −  （Ｇ）
n

Z 2
1  （Ｈ）

1

2
1

−n

Z
 

 
［⑧、⑨の選択肢］ 

（Ａ）標準正規分布 )1,0(N  （Ｂ）平均1の指数分布 

（Ｃ）自由度 nの t分布 （Ｄ）自由度 1−n の t分布 

（Ｅ）自由度 nの 2χ 分布 （Ｆ）自由度 1−n の 2χ 分布 

（Ｇ）自由度 ( )1, +nn の F 分布 （Ｈ）自由度 ( )nn ,1− の F 分布 

 
［⑪の選択肢］ 

（Ａ） 22
yx σσ +  （Ｂ） 22

yx σσ −  （Ｃ） 22
yyxx nn σσ +  

（Ｄ） 22
yyxx nn σσ −  （Ｅ） 22

yxxy nn σσ +  （Ｆ） 22
yxxy nn σσ −  

（Ｇ） ( ) ( ) 22 11 yyxx nn σσ −+−  （Ｈ） ( ) ( ) 22 11 yxxy nn σσ −+−   
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［⑫、⑬、⑭、⑮、⑯の選択肢］ 

（Ａ） xn  （Ｂ） yn  （Ｃ） 1−xn  （Ｄ） 1−yn  

（Ｅ） yx nn +  （Ｆ） 1−+ yx nn  （Ｇ） 2−+ yx nn  （Ｈ） yxnn  

（Ｉ）
xn

1
 （Ｊ）

yn

1
 （Ｋ）

1
1
−xn
 （Ｌ）

1
1
−yn
 

（Ｍ）
yx nn

11 +  （Ｎ）
1

1
−+ yx nn
 （Ｏ）

2
1

−+ yx nn
 （Ｐ）

yxnn

1
 

 
［⑰の選択肢］ 

（Ａ）自由度 yx nn + の t分布 （Ｂ）自由度 1−+ yx nn の t分布 

（Ｃ）自由度 2−+ yx nn の t分布 （Ｄ）自由度 yx nn + の 2χ 分布 

（Ｅ）自由度 1−+ yx nn の 2χ 分布 （Ｆ）自由度 2−+ yx nn の 2χ 分布 

（Ｇ）自由度 ( )yxyx nnnn +−+ ,1 の F 分布 （Ｈ）自由度 ( )1,2 −+−+ yxyx nnnn の F 分布 
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Ⅰ.標準正規分布表

上側ε点 u (ε ) から確率εを求める表
u (ε )→ε * = 0 * = 1 * = 2 * = 3 * = 4 * = 5 * = 6 * = 7 * = 8 * = 9

0.0* 0.5000 0.4960 0.4920 0.4880 0.4840 0.4801 0.4761 0.4721 0.4681 0.4641
0.1* 0.4602 0.4562 0.4522 0.4483 0.4443 0.4404 0.4364 0.4325 0.4286 0.4247
0.2* 0.4207 0.4168 0.4129 0.4090 0.4052 0.4013 0.3974 0.3936 0.3897 0.3859
0.3* 0.3821 0.3783 0.3745 0.3707 0.3669 0.3632 0.3594 0.3557 0.3520 0.3483
0.4* 0.3446 0.3409 0.3372 0.3336 0.3300 0.3264 0.3228 0.3192 0.3156 0.3121
0.5* 0.3085 0.3050 0.3015 0.2981 0.2946 0.2912 0.2877 0.2843 0.2810 0.2776
0.6* 0.2743 0.2709 0.2676 0.2643 0.2611 0.2578 0.2546 0.2514 0.2483 0.2451
0.7* 0.2420 0.2389 0.2358 0.2327 0.2296 0.2266 0.2236 0.2206 0.2177 0.2148
0.8* 0.2119 0.2090 0.2061 0.2033 0.2005 0.1977 0.1949 0.1922 0.1894 0.1867
0.9* 0.1841 0.1814 0.1788 0.1762 0.1736 0.1711 0.1685 0.1660 0.1635 0.1611
1.0* 0.1587 0.1562 0.1539 0.1515 0.1492 0.1469 0.1446 0.1423 0.1401 0.1379
1.1* 0.1357 0.1335 0.1314 0.1292 0.1271 0.1251 0.1230 0.1210 0.1190 0.1170
1.2* 0.1151 0.1131 0.1112 0.1093 0.1075 0.1056 0.1038 0.1020 0.1003 0.0985
1.3* 0.0968 0.0951 0.0934 0.0918 0.0901 0.0885 0.0869 0.0853 0.0838 0.0823
1.4* 0.0808 0.0793 0.0778 0.0764 0.0749 0.0735 0.0721 0.0708 0.0694 0.0681
1.5* 0.0668 0.0655 0.0643 0.0630 0.0618 0.0606 0.0594 0.0582 0.0571 0.0559
1.6* 0.0548 0.0537 0.0526 0.0516 0.0505 0.0495 0.0485 0.0475 0.0465 0.0455
1.7* 0.0446 0.0436 0.0427 0.0418 0.0409 0.0401 0.0392 0.0384 0.0375 0.0367
1.8* 0.0359 0.0351 0.0344 0.0336 0.0329 0.0322 0.0314 0.0307 0.0301 0.0294
1.9* 0.0287 0.0281 0.0274 0.0268 0.0262 0.0256 0.0250 0.0244 0.0239 0.0233
2.0* 0.0228 0.0222 0.0217 0.0212 0.0207 0.0202 0.0197 0.0192 0.0188 0.0183
2.1* 0.0179 0.0174 0.0170 0.0166 0.0162 0.0158 0.0154 0.0150 0.0146 0.0143
2.2* 0.0139 0.0136 0.0132 0.0129 0.0125 0.0122 0.0119 0.0116 0.0113 0.0110
2.3* 0.0107 0.0104 0.0102 0.0099 0.0096 0.0094 0.0091 0.0089 0.0087 0.0084
2.4* 0.0082 0.0080 0.0078 0.0075 0.0073 0.0071 0.0069 0.0068 0.0066 0.0064
2.5* 0.0062 0.0060 0.0059 0.0057 0.0055 0.0054 0.0052 0.0051 0.0049 0.0048
2.6* 0.0047 0.0045 0.0044 0.0043 0.0041 0.0040 0.0039 0.0038 0.0037 0.0036
2.7* 0.0035 0.0034 0.0033 0.0032 0.0031 0.0030 0.0029 0.0028 0.0027 0.0026
2.8* 0.0026 0.0025 0.0024 0.0023 0.0023 0.0022 0.0021 0.0021 0.0020 0.0019
2.9* 0.0019 0.0018 0.0018 0.0017 0.0016 0.0016 0.0015 0.0015 0.0014 0.0014

 (付表)

( ) 40130250 ..xP =>
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ε→u (ε ) * = 0 * = 1 * = 2 * = 3 * = 4 * = 5 * = 6 * = 7 * = 8 * = 9
0.00* ∞ 3.0902 2.8782 2.7478 2.6521 2.5758 2.5121 2.4573 2.4089 2.3656
0.01* 2.3263 2.2904 2.2571 2.2262 2.1973 2.1701 2.1444 2.1201 2.0969 2.0749
0.02* 2.0537 2.0335 2.0141 1.9954 1.9774 1.9600 1.9431 1.9268 1.9110 1.8957
0.03* 1.8808 1.8663 1.8522 1.8384 1.8250 1.8119 1.7991 1.7866 1.7744 1.7624
0.04* 1.7507 1.7392 1.7279 1.7169 1.7060 1.6954 1.6849 1.6747 1.6646 1.6546
0.05* 1.6449 1.6352 1.6258 1.6164 1.6072 1.5982 1.5893 1.5805 1.5718 1.5632
0.06* 1.5548 1.5464 1.5382 1.5301 1.5220 1.5141 1.5063 1.4985 1.4909 1.4833
0.07* 1.4758 1.4684 1.4611 1.4538 1.4466 1.4395 1.4325 1.4255 1.4187 1.4118
0.08* 1.4051 1.3984 1.3917 1.3852 1.3787 1.3722 1.3658 1.3595 1.3532 1.3469
0.09* 1.3408 1.3346 1.3285 1.3225 1.3165 1.3106 1.3047 1.2988 1.2930 1.2873
0.10* 1.2816 1.2759 1.2702 1.2646 1.2591 1.2536 1.2481 1.2426 1.2372 1.2319
0.11* 1.2265 1.2212 1.2160 1.2107 1.2055 1.2004 1.1952 1.1901 1.1850 1.1800
0.12* 1.1750 1.1700 1.1650 1.1601 1.1552 1.1503 1.1455 1.1407 1.1359 1.1311
0.13* 1.1264 1.1217 1.1170 1.1123 1.1077 1.1031 1.0985 1.0939 1.0893 1.0848
0.14* 1.0803 1.0758 1.0714 1.0669 1.0625 1.0581 1.0537 1.0494 1.0450 1.0407
0.15* 1.0364 1.0322 1.0279 1.0237 1.0194 1.0152 1.0110 1.0069 1.0027 0.9986
0.16* 0.9945 0.9904 0.9863 0.9822 0.9782 0.9741 0.9701 0.9661 0.9621 0.9581
0.17* 0.9542 0.9502 0.9463 0.9424 0.9385 0.9346 0.9307 0.9269 0.9230 0.9192
0.18* 0.9154 0.9116 0.9078 0.9040 0.9002 0.8965 0.8927 0.8890 0.8853 0.8816
0.19* 0.8779 0.8742 0.8705 0.8669 0.8633 0.8596 0.8560 0.8524 0.8488 0.8452
0.20* 0.8416 0.8381 0.8345 0.8310 0.8274 0.8239 0.8204 0.8169 0.8134 0.8099
0.21* 0.8064 0.8030 0.7995 0.7961 0.7926 0.7892 0.7858 0.7824 0.7790 0.7756
0.22* 0.7722 0.7688 0.7655 0.7621 0.7588 0.7554 0.7521 0.7488 0.7454 0.7421
0.23* 0.7388 0.7356 0.7323 0.7290 0.7257 0.7225 0.7192 0.7160 0.7128 0.7095
0.24* 0.7063 0.7031 0.6999 0.6967 0.6935 0.6903 0.6871 0.6840 0.6808 0.6776
0.25* 0.6745 0.6713 0.6682 0.6651 0.6620 0.6588 0.6557 0.6526 0.6495 0.6464
0.26* 0.6433 0.6403 0.6372 0.6341 0.6311 0.6280 0.6250 0.6219 0.6189 0.6158
0.27* 0.6128 0.6098 0.6068 0.6038 0.6008 0.5978 0.5948 0.5918 0.5888 0.5858
0.28* 0.5828 0.5799 0.5769 0.5740 0.5710 0.5681 0.5651 0.5622 0.5592 0.5563
0.29* 0.5534 0.5505 0.5476 0.5446 0.5417 0.5388 0.5359 0.5330 0.5302 0.5273
0.30* 0.5244 0.5215 0.5187 0.5158 0.5129 0.5101 0.5072 0.5044 0.5015 0.4987
0.31* 0.4959 0.4930 0.4902 0.4874 0.4845 0.4817 0.4789 0.4761 0.4733 0.4705
0.32* 0.4677 0.4649 0.4621 0.4593 0.4565 0.4538 0.4510 0.4482 0.4454 0.4427
0.33* 0.4399 0.4372 0.4344 0.4316 0.4289 0.4261 0.4234 0.4207 0.4179 0.4152
0.34* 0.4125 0.4097 0.4070 0.4043 0.4016 0.3989 0.3961 0.3934 0.3907 0.3880
0.35* 0.3853 0.3826 0.3799 0.3772 0.3745 0.3719 0.3692 0.3665 0.3638 0.3611
0.36* 0.3585 0.3558 0.3531 0.3505 0.3478 0.3451 0.3425 0.3398 0.3372 0.3345
0.37* 0.3319 0.3292 0.3266 0.3239 0.3213 0.3186 0.3160 0.3134 0.3107 0.3081
0.38* 0.3055 0.3029 0.3002 0.2976 0.2950 0.2924 0.2898 0.2871 0.2845 0.2819
0.39* 0.2793 0.2767 0.2741 0.2715 0.2689 0.2663 0.2637 0.2611 0.2585 0.2559
0.40* 0.2533 0.2508 0.2482 0.2456 0.2430 0.2404 0.2378 0.2353 0.2327 0.2301
0.41* 0.2275 0.2250 0.2224 0.2198 0.2173 0.2147 0.2121 0.2096 0.2070 0.2045
0.42* 0.2019 0.1993 0.1968 0.1942 0.1917 0.1891 0.1866 0.1840 0.1815 0.1789
0.43* 0.1764 0.1738 0.1713 0.1687 0.1662 0.1637 0.1611 0.1586 0.1560 0.1535
0.44* 0.1510 0.1484 0.1459 0.1434 0.1408 0.1383 0.1358 0.1332 0.1307 0.1282
0.45* 0.1257 0.1231 0.1206 0.1181 0.1156 0.1130 0.1105 0.1080 0.1055 0.1030
0.46* 0.1004 0.0979 0.0954 0.0929 0.0904 0.0878 0.0853 0.0828 0.0803 0.0778
0.47* 0.0753 0.0728 0.0702 0.0677 0.0652 0.0627 0.0602 0.0577 0.0552 0.0527
0.48* 0.0502 0.0476 0.0451 0.0426 0.0401 0.0376 0.0351 0.0326 0.0301 0.0276
0.49* 0.0251 0.0226 0.0201 0.0175 0.0150 0.0125 0.0100 0.0075 0.0050 0.0025

確率εから上側ε点 u (ε) を求める表
( ) 025096001 ..xP =>
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Ⅱ.自由度φのχ2分布の上側ε点：

φ＼ ε 0.990 0.975 0.950 0.900 0.500 0.100 0.050 0.025 0.010
1 0.0002 0.0010 0.0039 0.0158 0.4549 2.7055 3.8415 5.0239 6.6349
2 0.0201 0.0506 0.1026 0.2107 1.3863 4.6052 5.9915 7.3778 9.2103
3 0.1148 0.2158 0.3518 0.5844 2.3660 6.2514 7.8147 9.3484 11.3449
4 0.2971 0.4844 0.7107 1.0636 3.3567 7.7794 9.4877 11.1433 13.2767
5 0.5543 0.8312 1.1455 1.6103 4.3515 9.2364 11.0705 12.8325 15.0863
6 0.8721 1.2373 1.6354 2.2041 5.3481 10.6446 12.5916 14.4494 16.8119
7 1.2390 1.6899 2.1673 2.8331 6.3458 12.0170 14.0671 16.0128 18.4753
8 1.6465 2.1797 2.7326 3.4895 7.3441 13.3616 15.5073 17.5345 20.0902
9 2.0879 2.7004 3.3251 4.1682 8.3428 14.6837 16.9190 19.0228 21.6660

10 2.5582 3.2470 3.9403 4.8652 9.3418 15.9872 18.3070 20.4832 23.2093
11 3.0535 3.8157 4.5748 5.5778 10.3410 17.2750 19.6751 21.9200 24.7250
12 3.5706 4.4038 5.2260 6.3038 11.3403 18.5493 21.0261 23.3367 26.2170
13 4.1069 5.0088 5.8919 7.0415 12.3398 19.8119 22.3620 24.7356 27.6882
14 4.6604 5.6287 6.5706 7.7895 13.3393 21.0641 23.6848 26.1189 29.1412
15 5.2293 6.2621 7.2609 8.5468 14.3389 22.3071 24.9958 27.4884 30.5779
16 5.8122 6.9077 7.9616 9.3122 15.3385 23.5418 26.2962 28.8454 31.9999
17 6.4078 7.5642 8.6718 10.0852 16.3382 24.7690 27.5871 30.1910 33.4087
18 7.0149 8.2307 9.3905 10.8649 17.3379 25.9894 28.8693 31.5264 34.8053
19 7.6327 8.9065 10.1170 11.6509 18.3377 27.2036 30.1435 32.8523 36.1909
20 8.2604 9.5908 10.8508 12.4426 19.3374 28.4120 31.4104 34.1696 37.5662
21 8.8972 10.2829 11.5913 13.2396 20.3372 29.6151 32.6706 35.4789 38.9322
22 9.5425 10.9823 12.3380 14.0415 21.3370 30.8133 33.9244 36.7807 40.2894
23 10.1957 11.6886 13.0905 14.8480 22.3369 32.0069 35.1725 38.0756 41.6384
24 10.8564 12.4012 13.8484 15.6587 23.3367 33.1962 36.4150 39.3641 42.9798
25 11.5240 13.1197 14.6114 16.4734 24.3366 34.3816 37.6525 40.6465 44.3141
26 12.1981 13.8439 15.3792 17.2919 25.3365 35.5632 38.8851 41.9232 45.6417
27 12.8785 14.5734 16.1514 18.1139 26.3363 36.7412 40.1133 43.1945 46.9629
28 13.5647 15.3079 16.9279 18.9392 27.3362 37.9159 41.3371 44.4608 48.2782
29 14.2565 16.0471 17.7084 19.7677 28.3361 39.0875 42.5570 45.7223 49.5879
30 14.9535 16.7908 18.4927 20.5992 29.3360 40.2560 43.7730 46.9792 50.8922
31 15.6555 17.5387 19.2806 21.4336 30.3359 41.4217 44.9853 48.2319 52.1914
32 16.3622 18.2908 20.0719 22.2706 31.3359 42.5847 46.1943 49.4804 53.4858
33 17.0735 19.0467 20.8665 23.1102 32.3358 43.7452 47.3999 50.7251 54.7755
34 17.7891 19.8063 21.6643 23.9523 33.3357 44.9032 48.6024 51.9660 56.0609
35 18.5089 20.5694 22.4650 24.7967 34.3356 46.0588 49.8018 53.2033 57.3421
36 19.2327 21.3359 23.2686 25.6433 35.3356 47.2122 50.9985 54.4373 58.6192
37 19.9602 22.1056 24.0749 26.4921 36.3355 48.3634 52.1923 55.6680 59.8925
38 20.6914 22.8785 24.8839 27.3430 37.3355 49.5126 53.3835 56.8955 61.1621
39 21.4262 23.6543 25.6954 28.1958 38.3354 50.6598 54.5722 58.1201 62.4281
40 22.1643 24.4330 26.5093 29.0505 39.3353 51.8051 55.7585 59.3417 63.6907
41 22.9056 25.2145 27.3256 29.9071 40.3353 52.9485 56.9424 60.5606 64.9501
42 23.6501 25.9987 28.1440 30.7654 41.3352 54.0902 58.1240 61.7768 66.2062
43 24.3976 26.7854 28.9647 31.6255 42.3352 55.2302 59.3035 62.9904 67.4593
44 25.1480 27.5746 29.7875 32.4871 43.3352 56.3685 60.4809 64.2015 68.7095
45 25.9013 28.3662 30.6123 33.3504 44.3351 57.5053 61.6562 65.4102 69.9568
46 26.6572 29.1601 31.4390 34.2152 45.3351 58.6405 62.8296 66.6165 71.2014
47 27.4158 29.9562 32.2676 35.0814 46.3350 59.7743 64.0011 67.8206 72.4433
48 28.1770 30.7545 33.0981 35.9491 47.3350 60.9066 65.1708 69.0226 73.6826
49 28.9406 31.5549 33.9303 36.8182 48.3350 62.0375 66.3386 70.2224 74.9195
50 29.7067 32.3574 34.7643 37.6886 49.3349 63.1671 67.5048 71.4202 76.1539

( )εχϕ
2
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Ⅲ．分母の自由度n、分子の自由度mのF分布の上側ε点：
ε＝ 0.100

n＼m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 8.526  9.000  9.162  9.243  9.293  9.326  9.349  9.367  9.381  9.392  
3 5.538  5.462  5.391  5.343  5.309  5.285  5.266  5.252  5.240  5.230  
4 4.545  4.325  4.191  4.107  4.051  4.010  3.979  3.955  3.936  3.920  
5 4.060  3.780  3.619  3.520  3.453  3.405  3.368  3.339  3.316  3.297  
6 3.776  3.463  3.289  3.181  3.108  3.055  3.014  2.983  2.958  2.937  
7 3.589  3.257  3.074  2.961  2.883  2.827  2.785  2.752  2.725  2.703  
8 3.458  3.113  2.924  2.806  2.726  2.668  2.624  2.589  2.561  2.538  
9 3.360  3.006  2.813  2.693  2.611  2.551  2.505  2.469  2.440  2.416  
10 3.285  2.924  2.728  2.605  2.522  2.461  2.414  2.377  2.347  2.323  
ε＝ 0.050

n＼m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 18.5128  19.0000  19.1643  19.2468  19.2964  19.3295  19.3532  19.3710  19.3848  19.3959  
3 10.1280  9.5521  9.2766  9.1172  9.0135  8.9406  8.8867  8.8452  8.8123  8.7855  
4 7.7086  6.9443  6.5914  6.3882  6.2561  6.1631  6.0942  6.0410  5.9988  5.9644  
5 6.6079  5.7861  5.4095  5.1922  5.0503  4.9503  4.8759  4.8183  4.7725  4.7351  
6 5.9874  5.1433  4.7571  4.5337  4.3874  4.2839  4.2067  4.1468  4.0990  4.0600  
7 5.5914  4.7374  4.3468  4.1203  3.9715  3.8660  3.7870  3.7257  3.6767  3.6365  
8 5.3177  4.4590  4.0662  3.8379  3.6875  3.5806  3.5005  3.4381  3.3881  3.3472  
9 5.1174  4.2565  3.8625  3.6331  3.4817  3.3738  3.2927  3.2296  3.1789  3.1373  
10 4.9646  4.1028  3.7083  3.4780  3.3258  3.2172  3.1355  3.0717  3.0204  2.9782  
ε＝ 0.025

n＼m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 38.5063  39.0000  39.1655  39.2484  39.2982  39.3315  39.3552  39.3730  39.3869  39.3980  
3 17.4434  16.0441  15.4392  15.1010  14.8848  14.7347  14.6244  14.5399  14.4731  14.4189  
4 12.2179  10.6491  9.9792  9.6045  9.3645  9.1973  9.0741  8.9796  8.9047  8.8439  
5 10.0070  8.4336  7.7636  7.3879  7.1464  6.9777  6.8531  6.7572  6.6811  6.6192  
6 8.8131  7.2599  6.5988  6.2272  5.9876  5.8198  5.6955  5.5996  5.5234  5.4613  
7 8.0727  6.5415  5.8898  5.5226  5.2852  5.1186  4.9949  4.8993  4.8232  4.7611  
8 7.5709  6.0595  5.4160  5.0526  4.8173  4.6517  4.5286  4.4333  4.3572  4.2951  
9 7.2093  5.7147  5.0781  4.7181  4.4844  4.3197  4.1970  4.1020  4.0260  3.9639  
10 6.9367  5.4564  4.8256  4.4683  4.2361  4.0721  3.9498  3.8549  3.7790  3.7168  
ε＝ 0.010

n＼m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 98.5025  99.0000  99.1662  99.2494  99.2993  99.3326  99.3564  99.3742  99.3881  99.3992  
3 34.1162  30.8165  29.4567  28.7099  28.2371  27.9107  27.6717  27.4892  27.3452  27.2287  
4 21.1977  18.0000  16.6944  15.9770  15.5219  15.2069  14.9758  14.7989  14.6591  14.5459  
5 16.2582  13.2739  12.0600  11.3919  10.9670  10.6723  10.4555  10.2893  10.1578  10.0510  
6 13.7450  10.9248  9.7795  9.1483  8.7459  8.4661  8.2600  8.1017  7.9761  7.8741  
7 12.2464  9.5466  8.4513  7.8466  7.4604  7.1914  6.9928  6.8400  6.7188  6.6201  
8 11.2586  8.6491  7.5910  7.0061  6.6318  6.3707  6.1776  6.0289  5.9106  5.8143  
9 10.5614  8.0215  6.9919  6.4221  6.0569  5.8018  5.6129  5.4671  5.3511  5.2565  
10 10.0443  7.5594  6.5523  5.9943  5.6363  5.3858  5.2001  5.0567  4.9424  4.8491  
ε＝ 0.005

n＼m 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2 198.5013  199.0000  199.1664  199.2497  199.2996  199.3330  199.3568  199.3746  199.3885  199.3996  
3 55.5520  49.7993  47.4672  46.1946  45.3916  44.8385  44.4341  44.1256  43.8824  43.6858  
4 31.3328  26.2843  24.2591  23.1545  22.4564  21.9746  21.6217  21.3520  21.1391  20.9667  
5 22.7848  18.3138  16.5298  15.5561  14.9396  14.5133  14.2004  13.9610  13.7716  13.6182  
6 18.6350  14.5441  12.9166  12.0275  11.4637  11.0730  10.7859  10.5658  10.3915  10.2500  
7 16.2356  12.4040  10.8824  10.0505  9.5221  9.1553  8.8854  8.6781  8.5138  8.3803  
8 14.6882  11.0424  9.5965  8.8051  8.3018  7.9520  7.6941  7.4959  7.3386  7.2106  
9 13.6136  10.1067  8.7171  7.9559  7.4712  7.1339  6.8849  6.6933  6.5411  6.4172  
10 12.8265  9.4270  8.0807  7.3428  6.8724  6.5446  6.3025  6.1159  5.9676  5.8467  

( )εm
nF
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Ⅳ．自由度φのt分布の上側ε点： Ⅴ．自然対数表 Ⅵ．指数関数表

φ＼ ε 0.100 0.050 0.025 x log  x x exp(x)

1 3.0777 6.3138 12.7062 1.1 0.0953 -0.10 0.9048
2 1.8856 2.9200 4.3027 1.2 0.1823 -0.09 0.9139
3 1.6377 2.3534 3.1824 1.3 0.2624 -0.08 0.9231
4 1.5332 2.1318 2.7764 1.4 0.3365 -0.07 0.9324
5 1.4759 2.0150 2.5706 1.5 0.4055 -0.06 0.9418
6 1.4398 1.9432 2.4469 1.6 0.4700 -0.05 0.9512
7 1.4149 1.8946 2.3646 1.7 0.5306 -0.04 0.9608
8 1.3968 1.8595 2.3060 1.8 0.5878 -0.03 0.9704
9 1.3830 1.8331 2.2622 1.9 0.6419 -0.02 0.9802

10 1.3722 1.8125 2.2281 2.0 0.6931 -0.01 0.9900
11 1.3634 1.7959 2.2010 2.5 0.9163 0.00 1.0000
12 1.3562 1.7823 2.1788 3.0 1.0986 0.01 1.0101
13 1.3502 1.7709 2.1604 3.5 1.2528 0.02 1.0202
14 1.3450 1.7613 2.1448 4.0 1.3863 0.03 1.0305
15 1.3406 1.7531 2.1314 4.5 1.5041 0.04 1.0408
16 1.3368 1.7459 2.1199 5.0 1.6094 0.05 1.0513
17 1.3334 1.7396 2.1098 5.5 1.7047 0.06 1.0618
18 1.3304 1.7341 2.1009 6.0 1.7918 0.07 1.0725
19 1.3277 1.7291 2.0930 6.5 1.8718 0.08 1.0833
20 1.3253 1.7247 2.0860 7.0 1.9459 0.09 1.0942
21 1.3232 1.7207 2.0796 7.5 2.0149 0.10 1.1052
22 1.3212 1.7171 2.0739 8.0 2.0794
23 1.3195 1.7139 2.0687 8.5 2.1401
24 1.3178 1.7109 2.0639 9.0 2.1972
25 1.3163 1.7081 2.0595 9.5 2.2513

10.0 2.3026

以上

)(εϕt



 
 
 

（１） 

正 20面体のサイコロを2回投げて、1回目と2回目に出た数字の和が kとなる事象を kA と
する。このとき、 kが3で割り切れる事象は 3A , 6A , 9A , 12A である。 

1回目に出た数字を i、2回目に出た数字を jとし、2回の出た数字を ( )ji, で表すと、kが

3で割り切れる事象はそれぞれ以下のとおりである。 
( ) ( ){ }1,2,2,13 =A  
( ) ( ) ( ) ( ) ( ){ }1,5,2,4,3,3,4,2,5,16 =A  
( ) ( ) ( ) ( ){ }3,6,4,5,5,4,6,39 =A  
( ){ }6,612 =A  

 

それぞれの確率を求めると、 

( ) ( )
400

41221
400
1

3 =×+×=AP  

( ) ( )
400
351524334251

400
1

6 =×+×+×+×+×=AP  

( ) ( )
400
7035455453

400
1

9 =×+×+×+×=AP  

( ) ( )
400
2555

400
1

12 =×=AP  

である。 

 

1回目と2回目に出た数字の和が3で割り切れる確率をqとすると、 3A , 6A , 9A , 12A は互い

に排反な事象であるから、qは以下のとおり表せる。 

  ( ) ( ) ( ) ( ) ( )1296312963 APAPAPAPAAAAPq +++=∪∪∪=  

したがって、1回目と2回目に出た数字の和が3で割り切れない確率 pは、 

( ) ( ) ( ) ( ){ }1296311 APAPAPAPqp +++−=−=  







 +++−=

400
25

400
70

400
35

400
41  

200
133=  

である。 

 

よって、解答は （Ｇ） 

数学（解答例）



 
 
 

（２） 

221 , xvxxu =+= とおいて、これを 21 , xx について解けば、 
vxvux =−= 21 ,  

であり、また、 
( )
( ) 1

10
11

,
, 21 =

−
=

∂
∂

vu
xx  

である。これより、確率変数 21 XXU += 、 2XV = の結合確率密度関数は、 

( ) ( ) ( )
( )

( )
( )



 >>−

=
∂

∂
⋅−=

−

その他0

0,0
,
,,, 21

,,
21

vvue
vu
xxvvufvuf

u

XXVU  

となる。 
よって、U の確率密度関数 ( )ufU は 0>u に対して、 

 

( ) ( ) [ ] uuuu u
VUU uevedvedvvufuf −−−∞

∞−
====  00, ,  

（ 0≤u の場合は ( ) 0=ufU ） 
 

よって、解答は （Ａ）  



 
 
 

（３） 

確率変数 X ,Y の積率母関数 ( )θϕ は以下のとおり。 

( ) [ ]

( )







=





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
∞
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∞
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2

22
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2
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2
1

2
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2
1

2
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2
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θ

θθ
π

θ
π

θϕ θ

dxx
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eE X

 

 
X ,Y は互いに独立であることから、確率ベクトル ( )YX , の積率母関数 ( )21 ,θθφ は、 

( ) [ ] [ ] [ ] ( ) ( ) ( )



 +==== + 2

2
2

12121 2
1exp, 2121 θθθϕθϕθθφ θθθθ YXYX eEeEeE  

 

次に、確率ベクトル 






 +−
6

cos
6

sin,
6

sin
6

cos ππππ YXYX の積率母関数 ( )21 ,θθψ は、

確率ベクトル ( )YX , の積率母関数 ( )21 ,θθφ を用いて以下のとおり表せる。 
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これより、 
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よって、解答は （Ｃ）  
 



 
 
 

（４） 

Aの確率密度関数は、平均1の指数分布であるから、 a
A eaf −=)( と表せる。また、X の A

に対する条件付確率密度関数を考えると、これは平均
a
1
の指数分布に従うことから、

( ) ax
AX aeaxf −=|| と表せる。 

( ) ( )
( )af

axf
axf

A

AX
AX

,
| ,

| = であるので、確率変数 AX , の結合確率密度関数は、 

( ) ( )[ ]( )1exp

)()|(),(

1

|,

+−×==
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afaxfaxf

xa
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AAXAX

　　

 

である（ただし、 0,0 >> ax ）。 

X の確率密度関数 ( )xf X は、 ( )axf AX ,, をaについて積分することで求めることができる。 
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これより、 X を固定した Aの条件付確率密度関数は、 

)(
),(

)|( ,
| xf

axf
xaf

X

AX
XA =  

( ) ( ) ( ) ( )[ ]( )1exp11 212 +−×+=+= +− xaxaexa xa 　　  

である（ただし、 0>a ）。 



 
 
 

したがって、求める条件付期待値は、 
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よって、解答は ① （Ａ） ② （Ｃ） ③ （Ｄ） ④ （Ｃ） ⑤ （Ｏ）  

 



 
 
 

（５） 
標本変量平均 X の実数倍 Xa がθの不偏推定量となることから、 
 θ== )()( XaEXaE  
が成り立つ。 
 
ここで、確率変数 X の平均μは、 

θθ
θθ

μ
θ

3
2

3
22)(

3

220
=⋅=⋅==  dxxxXE  

であり、 X の期待値は、 

θμ
3
2)( ==XE  

である。したがって、 

θθ =⋅=
3
2)( aXaE  

を解いて、 

 
2
3=a  

である。 
 
 
同様に、標本変量不偏分散 2V の実数倍 2bV が 2θ の不偏推定量となることから、 

222 )()( θ== VbEbVE  
が成り立つ。 
 
ここで、 2X の期待値は、 

2
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2
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4
22)( θθ

θθ
θ

=⋅=⋅=  dxxxXE  

であるから X の分散 2σ は、 
 

222222

18
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3
2(

2
1)()( θθθμσ =−=−== XEXV  

である。 
また、 2V の期待値は次のように表すことができる。 



 
 
 

( ) ( )

( )

( ) ( )

( ) ( )222

2

1

2

2

1

2

1

22

1

22

11

11
1

11
1

2
1

1

1
1

XE
n

n
n

n

XE
n

nXE
n

X
n

nX
n

E

XXXX
n

E

XX
n

EVE

n

i
i

n

i
i

n

i
ii

n

i
i

−
−+

−
=

−
−

−
=









−

−
−

=








 +−
−

=








 −
−

=









=

=

=

=

μσ

 

ここで、 

( )

( ) ( )

( ) ( ) ( )( )

( ) 222

22
2

1

2
2

1

2
2

2

1

2

11

)1(1

2
21

21

1

μμσ

μσ

n
n

n

XEXEnnn
n

XXE
n

XE
n

XXXE
n

X
n

EXE

ji

ji

n

i
i

ji
ji

n

i
i

n

i
i

−++=

−++=

















+=









+=


















=







=

>=

=

 

であるから、 

( ) ( ) ( )
2

222222

1
1

1
σ

μμσμσ

=

−+
−

−+
−

=
nn

nVE  

である。したがって、 

 2222

18
1)( θθσ === bbVbE  

を解いて、 
 18=b  
である。 

 

よって、解答は ① （Ｂ） ② （Ｉ）  

 



 
 
 

（６） 

この都市の現職市長の男性有権者における支持率の推定値を xp̂ 、女性有権者における支持

率の推定値を yp̂ で表したとき、この都市の有権者全体の支持率 pは、 

yx ppp ˆ
5
2ˆ

5
3ˆ +=  

で推定される。 

この推定量の分散は、 

)ˆ(
25
4)ˆ(

25
9ˆ

5
2ˆ

5
3)ˆ( yxyx pVpVppVpV +=






 +=  

40
)ˆ1(ˆ

25
4

140
)ˆ1(ˆ

25
9 yyxx pppp −

⋅+
−

⋅≒  

であるから、 







2
05.0u を標準正規分布 )1,0(N の上側

2
05.0
点とすれば、 

近似法による支持率 pの信頼区間は、 








 ⋅





+⋅






− )ˆ(

2
05.0ˆ,)ˆ(

2
05.0ˆ pVuppVup  

となる。 

題意および付表より、 

140
72ˆ =xp 、

40
25ˆ =yp 、 9600.1

2
05.0 =






u  

であるから、支持率 pの信頼区間について、 

信頼下限＝ )ˆ(
2
05.0ˆ pVup ⋅






−  

40
40
251

40
25

25
4

140
140
721

140
72

25
99600.1

40
25

5
2

140
72

5
3







 −⋅

⋅+






 −⋅

⋅⋅−⋅+⋅=  

Λ48067.0= これを切り上げて、 4807.0  

信頼上限＝ )ˆ(
2
05.0ˆ pVup ⋅






+  

40
40
251

40
25

25
4

140
140
721

140
72

25
99600.1

40
25

5
2

140
72

5
3







 −⋅

⋅+






 −⋅

⋅⋅+⋅+⋅=  

    ⋅⋅⋅= 63648.0 これを切り捨てて、 6364.0  

となる。 



 
 
 

 

よって、解答は ① （Ｄ） ②  （Ｉ）  

 



 
 
 

（７） 

箱の内訳は、次のいずれかであることがわかっている。 

・赤球が15個、黒球が5個である 
・赤球が5個、黒球が15個である 
よって、帰無仮説 0H 「赤球が15個、黒球が5個である」に対する対立仮説 1H は「赤球が

5個、黒球が15個である」という命題によって与えられる。 
 
したがって、第１種の誤りのおこる確率は 

( )
( )

( )

7627.0
20
151

1
5

00

51515

51515

=







−=

−=
=

個である個、黒球が個も入らない｜赤球が個の球の中に黒球が

個である個、黒球が個以上入る｜赤球が個の球の中に黒球が

を棄却するが正しいときに

P
P

HHP

 

 

また、第２種の誤りのおこる確率は 
( )

( )

0010.0
20
5 5

01

15515

=







=

= 個である個、黒球が個も入らない｜赤球が個の球の中に黒球が

を採択するが正しいときに

P
HHP

 

 

よって、解答は ① （Ｇ） ② （Ａ）  

 
 



 
 
 

（８） 

このサイコロについて、帰無仮説「それぞれの目の出る確率が等しい」は、次のように表

すことができる。 

帰無仮説：
6
1

1 =p 、
6
1

2 =p 、･･･、
6
1

6 =p   （ ip は iの目が出る確率（ 61 ≤≤ i ）） 

よって、90回中それぞれの目の出る期待回数は、 15
6
190 =× 回となる。 

 

iの目の出現回数を if として、適合度の検定を行い、 

{ }

15
110)15(

15
2

)1530()15()1522()1511()1518()159(
15
1

15
)15(

2

222222

6

1

2
2

+−=

−−+−+−+−+−+−=

−
=

=

x

xx

f

i

iχ

 

自由度 516 =−=φ の 2χ 分布の上側5％点の値 0705.11 と比べて、 

0705.112 <χ  

なら、帰無仮説は採択される。 

したがって、 

0705.11
15

110)15(
15
2 22 <+−= xχ  

を解くと、 

2942.2070578.9 << x  

となる。 

すなわち、帰無仮説が採択されるのは、5の目が出た回数 xが10以上、20以下のときとな
るため、 xの取りうる最小値は10である。 
 

よって、解答は （Ｃ）  
 
 



 
 
 

（９） 

データ yx, の平均値は、 

( ) 00.33.54.37.16.1
4
1 =+++⋅=x  

( ) 55.98.152.158.44.2
4
1 =+++⋅=y  

また、相関係数を xyr とすれば、 

( )( )

( ) ( )

( )( )

90454.0
67.14410.9

82.32
55.948.152.158.44.200.343.54.37.16.1

55.900.348.153.52.154.38.47.14.26.1
2222222222

2

1

22

1

2

1

1

2

1

2

1

=
⋅

=

⋅−+++⋅−+++

⋅⋅−⋅+⋅+⋅+⋅
=








 −






 −

⋅−
=

−−

−−
=









==

=

==

=

ynyxnx

yxnyx

yyxx

yyxx
r

n

i
i

n

i
i

n

i
ii

n

i
i

n

i
i

n

i
ii

xy

 

 
これより決定係数 2R は、 

8182.022 == xyrR  

 

よって、解答は （Ｅ）  

 



 
 
 

（１０） 

{ }tY の分散、時差1、2の自己共分散をそれぞれ 0γ 、 1γ 、 2γ とし、 μ=)( tYE とする。 

tttt YYY ε+++= −− 21 1.06.00.2  ・・・①  

の期待値をとることにより、 

)(1.0)(6.00.2)( 21 −− ++= ttt YEYEYE  

すなわち、 

 μμμ 1.06.00.2 ++=  ・・・② 

 
①－②を行い、 μ−tY 、 μ−−1tY 、 μ−−2tY を両辺に掛けて期待値をとることで、次式が

得られる。 
64.01.06.0 210 ++= γγγ  

101 1.06.0 γγγ +=  

012 1.06.0 γγγ +=  
この式を解くと、 

{ } Λ1636.1
6.0)1.01()1.01(

64.0)1.01(
220 =

−−+
−=γ  

Λ7757.0
)1.01(

6.0
01 =

−
×= γγ  

Λ5818.01.06.0 012 =+= γγγ  
 
よって、解答は ① （Ｈ） ② （Ｂ） 

 



 
 
 

（１１） 

この会社の従業員の出勤・欠勤モデルは、以下の4つの状態を定めると、マルコフ過程（連
鎖）のモデルで表現することができる。 

状態1：本営業日は出勤で、前営業日も出勤 
状態2：本営業日は出勤で、前営業日は欠勤 
状態3：本営業日は欠勤で、前営業日は出勤 
状態4：本営業日は欠勤で、前営業日も欠勤 

ijP を本営業日が状態 iの従業員が翌営業日に状態 jになる確率とすると、このモデルの推移

確率行列Pは、 



















=





















=

35.0065.00
25.0075.00
010.0090.0
001.0099.0

44434241

34333231

24232221

14131211

PPPP
PPPP
PPPP
PPPP

P  

と表せる。 
 
ここで、定常状態において状態1～ 4にある従業員の割合を ( )4321 ,,, πππππ = とすると、

P⋅= ππ が成り立つので、 

( ) ( )


















⋅=

35.0065.00
25.0075.00
010.0090.0
001.0099.0

,,,,,, 43214321 ππππππππ  

と表せる。 
 
整理すると、 











+=
+=
+=
+=

434

213

432

211

35.025.0
10.001.0
65.075.0
90.099.0

πππ
πππ
πππ
πππ

     

また、 14321 =+++ ππππ であるから、これらの関係式を解くと 

1201
1170

1 =π 、
1201
13

2 =π 、
1201
13

3 =π 、
1201

5
4 =π  

を得る。 



 
 
 

 
定常状態において、この会社に出勤している従業員の割合は 21 ππ + であるから、求める割

合は、 

Λ985012.0
1201
1183

21 ==+ ππ  

  
よって、解答は （Ｆ）  
 
 



 
 
 

（１２） 

02.00.00041/2 ==σ だから、 )02.001.0exp( 11 ++ ⋅+⋅= ttt ZSS である。 

また、株価の変動は分布の逆関数法によるので、 2,1=t における tZ は、標準正規分布の数
表を用いて以下のとおりとなる。 

t  U  )(1 UZt
−Φ=  

1 1587.0  1−  
2  9332.0  5.1  

（U は[ 1,0 　]区間上の一様分布、Φは標準正規分布の累積密度関数を表す。） 
 
以上から、 
 

( ) ( ) 900,99900.0000,1001.0exp000,1002.001.0exp000,10 1 =×=−×=×+×= ZF  
( ) ( ) 304,100408.1900,904.0exp900,902.001.0exp 2 =×=×=×+×= ZFG  

404=−∴ FG  

 

よって、解答は （Ｆ）  



 
 
 

問題２ 

（１） 

まず、 0=tX となる場合を考える。 0=tX はコインを t回投げた後、駒の位置が0である
ことを意味するので、 0=tX となる確率 )0( =tXP は、 1−t 回目までのコインの表・裏の

出方にかかわらず t回目に裏が出る確率と考えられるため、 qXP t == )0( となる。 

 

次に、 tX t = となる場合を考える。 tX t = はコインを t回投げた後、駒の位置が tであるこ
とを意味するので、 tX t = となる確率 )( tXP t = は、t回連続で表が出続ける確率であるか

ら、 t
t ptXP == )( となる。 

以上の結果を用いて、 kX t = （ 11 −≤≤ tk ）となる場合を考える。 

コインを t回投げた後、駒の位置が kであるのは、 kt − 回投げた後に駒の位置が0であり、
かつ、そこから k回連続で表が出る場合と考えられることから、既に得た結果を利用して、

kX t = となる確率は、 qpkXPXPkXP k
kktt ==⋅=== − )()0()( となることがわかる。 

したがって、これらの確率を用いて tX の期待値 )( tXE を計算すると、 


−

==

++⋅===
1

10
0)()(

t

k

tk
t

k
tt tpqkpqkXkPXE  

となる。 

ここで、 
−

=

≡−
1

1
)1(

t

k

kkptS とすると、 

p
pt

p
pptS

pt
p
ppptppptpStS

ptptptpS
ptpptS

tt

t
t

tt

tt

t

−
−−

−
−=−∴

−−
−
−=−−+++=−−−

−+−++=−
−+++=−

−

−

−

1
)1(

)1(
)1(

,)1(
1

)1()1()1(

,)1()2(         )1(
,)1(2 )1(

2

12

12

12

Λ

Λ
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したがって、 

q
pp

p
pppp

p
p
pptppt

p
pp

tpq
p
pt

p
pptpqtSXE

t

tt

t
t

tt
t

t
tt

t
t

1

2

1
)1(

1
)1(

1

1
)1(

)1(
)1-()(

+−=

−
−+−=

+
−
−=+−−

−
−=

+







−

−−
−
−=+=

 

となる。 

 

よって、解答は ① （Ｄ） ② （Ｈ） ③ （Ａ） ④ （Ｃ） ⑤ （Ｉ） ⑥ （Ｄ） 



 
 
 

（２） 

)0(   )( tkkXP t ≤≤= を以下の手順で求める。 

 

【ルール２】より、明らかに 

Ⅰ） 0=t のとき 1)0( 0 ==XP  

Ⅱ） 1=t のとき 0)0( 1 ==XP , 1)1( 1 ==XP  

となる。 

Ⅲ） 2≥t のとき 

まず、 0=tX となる場合を考える。 0=tX となるのは、コインの表が一度も出ずに t回
目まで連続して裏が偶数回出る場合またはコインの表が出た後 t回目まで連続して裏が
偶数回出る場合であるから、 

 

tが偶数のとき： 
 

 

 
2

2 )0( qXP == （ 2=t ） 

== )0( tXP tq + 
−

=

2
2

1

2

t

m

mpq （ 4≥t ） 

 

tが奇数のとき： == )0( tXP 
−

=

2
1

1

2

t

m

mpq  

となる。 

 

[例１： 05 =X となるコインの出方とその確率] 

コインの出方 

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 
確率 

表/裏 表/裏 表 裏 裏 2pq  
表 裏 裏 裏 裏 4pq  

※なお「表/裏」は、コインの出方が表でも裏でもよいことを意味する。 

以下の例２においても同様。 

 

[例２： 06 =X となるコインの出方とその確率] 

コインの出方 

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 
確率 

表/裏 表/裏 表/裏 表 裏 裏 2pq  
表/裏 表 裏 裏 裏 裏 4pq  
裏 裏 裏 裏 裏 裏 6q  



 
 
 

次に、 tX t = となる場合を、t回目のコインの出方が表である場合と裏である場合に分け
て考える。 

t回目のコインの出方が表である場合、 11 −=− tX t であれば必ず tX t = となる。 

t回目のコインの出方が裏である場合、 tX t = となるためには、 22 −=− tX t で、かつ

)1( −t 回目のコインの出方が表でなければならない。なぜなら、コインの出方と tX の関
係を示した以下の表のとおり、 )1( −t 回目、t回目と２回連続で裏が出る場合には tX t =
とはならないためである。 

 

[ 22 −=− tX t である場合の、コインの出方と ,1−tX tX の関係] 
2=t のとき 

コインの出方 

)1( −t 回目 t回目 1−tX  tX  

表 表 1−t  t  
裏 表 1−t  t  
表 裏 1−t  t  
裏 裏 1−t  0  

 

3≥t のとき 

コインの出方 

)2( −t 回目 )1( −t 回目 t回目 1−tX  tX  

表 表 表 1−t  t  
表 裏 表 1−t  t  
裏 表 表 1−t  t  
裏 裏 表 0  1 
表 表 裏 1−t  t  
表 裏 裏 1−t  0  
裏 表 裏 1−t  t  
裏 裏 裏 0  1 

 

したがって、 )( tXP t = は漸化式を用いて 

== )( tXP t )1( 1 −=× − tXPp t + )2( 2 −=× − tXPpq t  

と表される。 

この漸化式は、 xに関する２次方程式 −2x pqpx − 0= の解 )(  , αββα > を用いて以下

の２通りに変形できる。 

 



 
 
 

( )
( ))2()1()1()(

)2()1()1()(

211

211

−=−−==−=−=
−=−−==−=−=

−−−

−−−

tXPαtXPβtXPαtXP
tXPβtXPαtXPβtXP

tttt

tttt  

 

よって 

( ) ( )
( ) ( )

)1)1()0((
1)0()1()1()(

1)0()1()1()(

10

1
01

1
1

1
01

1
1

====
−==−==−=−=

−==−==−=−=
−−

−

−−
−

XPXP
αβXPαXPβtXPαtXP
βαXPβXPαtXPβtXP

tt
tt

tt
tt

Θ
 

これらの式を )( tXP t = と )1( 1 −=− tXP t に関する連立方程式として )( tXP t = につい

て解けば 

αβ
βααβ

−
−−−== )1()1()(

tt

t tXP
 

となる。 

以上の結果を用いて、 kX t = となる確率 )11(   )( −≤≤= tkkXP t は（１）と同様の考

え方で導出することができ、 

== )( kXP t )()0( kXPXP kkt =×=−  )11( −≤≤ tk  

となる。 

 

よって、解答は ⑦ （Ｂ） ⑧ （Ａ） ⑨ （Ｂ） ⑩ （Ｆ） ⑪ （Ｋ） ⑫ （Ｇ）

⑬ （Ｃ） ⑭ （Ｆ） ⑮ （Ｎ） ⑯ （Ｇ） ⑰ （Ｍ） ⑱ （Ｈ） ⑲ （Ｆ） 

（⑮⑯および⑰⑱は順不同） 

 



 
 
 

問題３． 

（１）正規母集団 ),( 2σμN の母平均μを区間推定する方法を導く。 

ア．母分散 2σ が既知のとき 

標本変量平均 
=

=
n

i
iX

n
X

1

1
と母平均μを用いて適当な統計量

A
XU μ−=1 を作る。 

標本変量平均 X は ),(
2

n
N σμ に従うから、

n
A

2σ= とおけば、 1U の分布は標準正

規分布 )1,0(N に従い、かつ母平均μとは無関係となる。 

ここで、信頼係数を )1( εα −= 、 )
2
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εu を標準正規分布 )1,0(N の上側

2
ε
点とすれば、 
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となる。これをμについて解くと、 
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となる。したがって、母平均μの信頼下限 L1μ̂ および信頼上限 U1μ̂ はそれぞれ 
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となる。ただし、 x は X の実現値である。 
 

 



 
 
 

イ．母分散 2σ が未知のとき 

2σ が未知であるから、 2σ の代わりに標本変量不偏分散 
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−
−
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i XX
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と表すことができる。 

1Z は自由度 1−n の 2χ 分布に従い（※）、 1U は標準正規分布 )1,0(N に従うことから、

2U の分布は自由度 1−n の t分布に従う。 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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であり、 2
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ではない点に注意。 

 
  ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 



 
 
 

ここで、信頼係数を )1( εα −= 、 )
2

(2
εu を自由度 1−n の t分布の上側

2
ε
点とすれば、 

αεμε =
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となる。これをμについて解くと、 
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となる。したがって、母平均μの信頼下限 L2μ̂ および信頼上限 U2μ̂ はそれぞれ 

n
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2
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εμ 、

n
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2
(ˆ 22
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となる。ただし、 vx, はそれぞれ VX , の実現値である。 

 

よって、解答は ① （Ａ） ② （Ｇ） ③ （Ｉ） ④ （Ｇ） ⑤ （Ｈ）  

⑥ （Ａ） ⑦ （Ｄ） ⑧ （Ｆ） ⑨ （Ｄ） ⑩ （Ｇ）  

 

 



 
 
 

（２）２つの正規母集団 ),( 2
xxN σμ および ),( 2

yyN σμ の母平均の差 yx μμδ −= を区間推定

する方法を導く。 

ア．母分散 22 , yx σσ が既知のとき 
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となる。これをδ について解くと、 
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となる。したがって、母平均の差δ の信頼下限 L3δ̂ および信頼上限 U3δ̂ はそれぞれ 
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となる。ただし、 yx, はそれぞれ YX , の実現値である。 
 



 
 
 

イ．母分散 22 , yx σσ が未知のとき（ただし、 222 σσσ == yx であることが判明している） 

22 , yx σσ が未知であるから、 22 , yx σσ の代わりに２つの標本変量分散 
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（※）に従い、かつ母平均の差δ および母分散 22 , yx σσ とは無関係となる。 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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と表すことができる。 

2Z は自由度 2−+ yx nn の 2χ 分布に従い、 3U の分布は標準正規分布 )1,0(N に従う

ことから、 4U の分布は自由度 2−+ yx nn の t分布に従うことがわかる。 

  ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
 



 
 
 

ここで、信頼係数を )1( εα −= 、 )
2

(4
εu を自由度 2−+ yx nn の t分布の上側
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となる。これをδ について解くと、 
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となる。したがって、母平均の差δ の信頼下限 L4δ̂ および信頼上限 U4δ̂ はそれぞれ 
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となる。ただし、 22 ,,, yx ssyx はそれぞれ 22 ,,, yx SSYX の実現値である。 

 

よって、解答は ⑪ （Ｅ） ⑫ （Ｈ） ⑬ （Ｍ） ⑭ （Ａ） ⑮ （Ｂ）  

⑯ （Ｇ） ⑰ （Ｃ）  
 
 



 
 
 

問題１． 
（１）  （Ｇ） ５点 （６） ① （Ｄ） 完答で５点 
（２）  （Ａ） ５点  ② （Ｉ） 
（３）  （Ｃ） ５点 （７） ① （Ｇ） 完答で５点 
（４） ① （Ａ） 完答で 

１．５点 
 ② （Ａ） 

 ② （Ｃ） （８）  （Ｃ） ５点 
 ③ （Ｄ） 完答で 

１．５点 
（９）  （Ｅ） ５点 

 ④ （Ｃ） （１０） ① （Ｈ） ２．５点 
 ⑤ （Ｏ） ２点  ② （Ｂ） ２．５点 

（５） ① （Ｂ） ２．５点 （１１）  （Ｆ） ５点 
 ② （Ｉ） ２．５点 （１２）  （Ｆ） ５点 

 
問題２． 
（１） ① （Ｄ） ２点 （２） ⑪ （Ｋ） 完答で２点 

 ② （Ｈ） ２点  ⑫ （Ｇ） 
 ③ （Ａ） ２点  ⑬ （Ｃ） 完答で２点 
 ④ （Ｃ） 完答で３点  ⑭ （Ｆ） 
 ⑤ （Ｉ）  ⑮ （Ｎ） 完答で３点 

ただし 
⑮⑯および⑰⑱

は順不同 

 ⑥ （Ｄ）  ⑯ （Ｇ） 
（２） ⑦ （Ｂ） 完答で３点  ⑰ （Ｍ） 

 ⑧ （Ａ）  ⑱ （Ｈ） 
 ⑨ （Ｂ）  ⑲ （Ｆ） 
 ⑩ （Ｆ） １点     

 
問題３． 
（１） ① （Ａ） 完答で２点 （２） ⑪ （Ｅ） 完答で２点 

 ② （Ｇ）  ⑫ （Ｈ） 
 ③ （Ｉ） 完答で２点  ⑬ （Ｍ） 完答で５点※ 
 ④ （Ｇ）  ⑭ （Ａ） 
 ⑤ （Ｈ） 完答で２点  ⑮ （Ｂ） 
 ⑥ （Ａ）  ⑯ （Ｇ） 
 ⑦ （Ｄ） ２点  ⑰ （Ｃ） １点 
 ⑧ （Ｆ） １点 ※⑬～⑯は以下を選択した場合も正解とする。 
 ⑨ （Ｄ） １点 （２） ⑬ （Ｅ） 完答で５点 
 ⑩ （Ｇ） ２点  ⑭ （Ｊ）  
     ⑮ （Ｉ）  
     ⑯ （Ｇ）   


